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富山県放生津潟産イタセンパラについて
南部久男'）・高橋征五朗2）
富山市科学文化センター'）・高岡高等学校公
富山県では絶滅したと考えられている国の
天然記念物イタセンパラの標本3個体が高岡
高校に保管してあり，うち2個体が1987年3
月に富山市科学文化センターに寄贈されたの
で簡単に報告する。
標本を寄贈頂いた富山県立高岡高等学校，
標本の所在等色々と御教示いただいた富山県
総合教育センター佐藤久三氏，同定等色々と
御教示頂いた横須賀市博物館林公義学芸員，
大阪教育大学長田芳和博士並びに君塚芳輝氏
に厚く御礼申し上げます。
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|図卜 放生津潟産イタセンパラRhoぴeus/ong/P"7/7/s
(上，TOYA-Pi-484，¥，54．0mm；下，485，
8，540mm)。
録としては，山下（1937）があり，これによ
ると，詳細な地点は示されていないが放生津
潟，小杉(町)下条，氷見が上げられている。
最後の記録は中村（1969）で，これによるとコイ科Cyprinidae
イタセンパラR〃0火"s仏“？"〃0油O此"sノ
ノ0増ゆ加邦応(REGAN）
（学名は宮地他(1976)による｡｝
標本：TOYA－Pi､484(早),54.0mm；485(8)，
54.0mm：（富山市科学文化センター 魚
類標本登録資料番号と全長を示す）
採集地：富山県新湊市放生津潟（現在は富山
新港となっている）
採集年月日：1958年（昭和33年）9月7日
採集者：高岡高校生物クラブ員
備考：同一データの3個体の標本の内l個体
は高岡高校に保管してある。これらの
標本は当時の生物クラブ員の富山県呉
西地区淡水魚の研究の際に採集された
もので(高岡高校生物クラブ，1959)，
魚類リスト中でゼニタナゴとして記述
されているものと同一のものと考えら
れる。
富山県におけるイタセンパラの最も古い記
現在の放生津潟周辺(富山新港)。イタセンノ琴
ラの記録のある高岡市牧野姫野,新湊市堀岡，
小杉町下条を含む範囲で示す。
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次の2地点が上げられている。
1．富山県高岡市牧野姫野(1957年7月27日．
同年9月5日，1958年8月6日）
2．富山県新湊市堀岡（1957年8月6日）
2地点は隣接し放生津潟の西に位置する。
これらの地点で採集された標本は国立科学博
物館で保管されている(君塚芳輝氏私信)。
このように，富山県の生息地は新湊市放生
津潟及び潟に流入する水域と氷見市十二町潟
であった。前者は1968年頃より新産業都市の
指定に伴い富山新港となり，流入河川や周辺
の水田は河川改修により整備された(図1)。
後者も埋立による縮小や用水路の整備が行わ
れた。イタセンパラはその後の全県下的な魚
類調査でも確認されておらず（田中他,1976§
1978)，上述の環境悪化に加え，競合種タイサ
クバラタナゴの繁殖も一因となり，富山県に
おいては絶滅したと考えられている(富山県．
1978)。
富山平野以外の分布は，濃尾平野，琵琶湖
淀川水系(愛知県，岐阜県，京都府，大阪府》
である。地理的分布が限られ，生息環境の破
壊に対する抵抗力が弱く，近年減少が著しい
ことが報告されている(木村，1980)。昭和4曾
年3月に種指定の国の天然記念物に指定され
た。
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